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研修会に参加した女性部の皆さん
（備後護國神社）

　
岡
山
県
遺
族
連
盟
女
性
部
は
十
一
月
二
十
八
日
㈭
、
平
成
二
十
五
年
度
第
一
回
目
の

研
修
会
を
福
山
市
・
尾
道
市
向
島
方
面
で
実
施
し
た
。

　
研
修
会
で
は
「
孫
、
曾
孫
の
組
織
化
」
な
ど
組
織
の
継
承
問
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
と
共
に
、
備
後
護
國
神
社
、
向
島
に
あ
る
連
合
軍
捕
虜
収
容
所
跡
の
記
念

碑
に
参
拝
し
た
。

平
成
25
年
度
県
連
盟
女
性
部
研
修
会

向
島
の
連
合
軍
捕
虜
収
容
所
跡
を
訪
問

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
女
性
部

の
第
一
回
研
修
会
に
は
、
県

下
各
遺
族
会
の
女
性
部
長
ら

四
十
名
が
参
加
。
朝
九
時
、

バ
ス
で
岡
山
駅
西
口
を
出
発

し
た
一
行
は
、
最
初
の
目
的

地
で
あ
る
福
山
市
の
備
後
護

國
神
社
へ
向
か
う
車
中
、
日

本
遺
族
会
女
性
部
研
修
会

（
十
一
月
十
八
・
十
九
日
）

で
協
議
さ
れ
た
「
孫
、
曾
孫

の
組
織
化
」
に
つ
い
て
報
告

説
明
を
行
う
と
共
に
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

午
前
十
時
過
ぎ
、
福
山
城

に
隣
接
す
る
備
後
護
國
神
社

（
江
種
宏
之
宮
司
／
全
国
護

國
神
社
会
会
長
）
に
到
着
。

県
下
女
性
部
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
千
羽
鶴
を
奉
納
後
、
同

神
社
の
ご
奉
仕
を
い
た
だ
い

て
正
式
参
拝
を
行
い
、
社
に

鎮
ま
る
三
万
千
四
百
余
柱
の

御
霊
の
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。

　

護
國
神
社
を
後
に
し
た
参

加
者
は
、
し
ま
な
み
海
道
を

渡
っ
て
生
口
島
の
耕
三
寺
に

参
拝
し
、
午
後
、
向
島
に
あ

る
連
合
軍
捕
虜
収
容
所
跡
の

記
念
碑
（
メ
モ
リ
ア
ル
プ
レ

ー
ト
）
へ
。
急
な
訪
問
に
も

拘
わ
ら
ず
、
記
念
碑
設
立
時

に
向
島
町
長
を
務
め
ら
れ
て

い
た
現
尾
道
市
議
会
議
員
の

杉
原
孝
一
郎
氏
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
小
林
晧
志
氏

の
お
出
迎
え
を
受
け
、
プ
レ

ー
ト
設
置
の
経
緯
な
ど
の
説

明
を
い
た
だ
い
た
。

　

収
容
所
の
跡
地
は
現
在
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な

っ
て
お
り
、
プ
レ
ー
ト
の
記

念
碑
は
ス
ー
パ
ー
前
の
道
路

に
平
行
し
て
二
つ
並
ん
で
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
つ

は
米
国
兵
の
も
の
で
、
米
国

兵
一
名
の
名
前
と
収
容
所
の

概
要
が
、
も
う
一
つ
は
平
成

十
四
年
に
設
置
さ
れ
た
英
国

兵
の
プ
レ
ー
ト
を
移
設
し
た

も
の
で
英
国
兵
二
十
三
名
の

名
前
と
慰
霊
の
言
葉
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
赤

レ
ン
ガ
で
造
ら
れ
て
い
た
と

い
う
収
容
所
の
建
物
は
す
べ

て
撤
去
さ
れ
て
お
り
、
当
時

を
偲
ぶ
面
影
は
こ
の
プ
レ
ー

ト
の
記
念
碑
の
み
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

杉
原
、
小
林
両
氏
か
ら
説

明
い
た
だ
い
た
メ
モ
リ
ア
ル

プ
レ
ー
ト
設
置
の
経
緯
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

︱
先
の
大
戦
当
時
、
東
南

ア
ジ
ア
各
地
か
ら
多
数
の
連

合
軍
捕
虜
が
日
本
に
移
送
さ

れ
、
全
国
に
百
三
十
カ
所
に

及
ぶ
捕
虜
収
容
所
が
あ
り
ま

し
た
。
捕
虜
は
主
に
炭
鉱
や

造
船
所
、
工
場
で
運
搬
な
ど

の
労
働
に
従
事
。
収
容
所
の

建
物
は
九
十
五
年
前
の
明
治

期
に
織
布
工
場
と
し
て
造
ら

れ
ま
し
た
が
、
昭
和
三
年
頃

に
海
軍
に
借
り
上
げ
ら
れ
、

戦
時
中
の
昭
和
十
七
年
十
一

月
か
ら
終
戦
ま
で
は
捕
虜
収

容
所
と
し
て
使
用
。そ
の
間
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
移
送
さ
れ
た
英
米
連

合
軍
捕
虜
約
二
百
人
、
撃
墜

さ
れ
た
Ｂ
29
の
乗
組
員
十
名

が
収
容
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
終
戦
後
の
昭
和
二

十
三
年
か
ら
は
再
び
向
島
紡

績
の
工
場
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
十
年
、
英
国
か
ら
元

捕
虜
と
遺
族
が
向
島
を
訪

問
。
そ
れ
か
ら
毎
年
、
訪
問

団
が
来
ら
れ
る
ら
し
い
と
の

こ
と
か
ら
、
収
容
所
で
亡
く

な
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
軍
捕
虜

二
十
三
名
の
メ
モ
リ
ア
ル
プ

レ
ー
ト
を
造
っ
た
ら
ど
う
か

と
い
う
話
が
浮
上
。
関
係
者

を
は
じ
め
広
く
一
般
の
人
か

ら
寄
付
を
募
り
、
向
島
紡
績

の
協
力
の
も
と
平
成
十
四

年
、
建
物
の
赤
レ
ン
ガ
の
壁

に
プ
レ
ー
ト
の
記
念
碑
が
取

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
ト
設
置
後
、
ア
メ

リ
カ
軍
捕
虜
一
名
も
病
気
で

死
亡
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
。
そ
の
米
国
兵
の
名
前
も

プ
レ
ー
ト
に
追
加
し
た
い
と

の
構
想
が
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
三
年
、
向
島
紡
績

の
廃
業
に
伴
い
プ
レ
ー
ト
を

撤
去
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
建
物
の
赤

レ
ン
ガ
は
「
近
代
産
業
遺
産

スーパーマーケットの敷地内に建立されている
メモリアルプレート（尾道市何島）

ご案内いただいた杉原さん（上）と小林さん（下）
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で
あ
り
保
存
す
べ
き
だ
」
と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
諸

般
の
事
情
か
ら
昨
年
六
月
に

解
体
・
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
幸
い
に
も
、
跡
地

を
引
き
継
い
だ
ス
ー
パ
ー
の

ご
厚
意
に
よ
り
敷
地
の
一
角

を
無
償
貸
与
し
て
も
ら
え
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
機
に

プ
レ
ー
ト
設
置
の
機
運
が
一

気
に
高
ま
り
、
向
島
紡
績
の

廃
業
か
ら
一
年
三
カ
月
を
経

て
新
た
な
プ
レ
ー
ト
が
完
成
、

今
年
、
平
成
二
十
五
年
四
月

の
除
幕
式
典
に
至
っ
た
︱
。

　

プ
レ
ー
ト
設
置
に
尽
力
さ

れ
た
元
向
島
町
長
・
杉
原
氏

に
よ
る
と
、
宗
教
や
憲
法
の

絡
み
か
ら
難
し
い
こ
と
が
あ

っ
た
と
の
こ
と
。
し
か
し
、

設
置
の
際
は
米
軍
岩
国
基
地

の
司
令
官
、
英
国
総
領
事
の

ほ
か
、
尾
道
市
や
地
元
関
係

者
、
向
島
の
小
学
校
の
生
徒

ら
約
百
二
十
名
が
参
列
し
、

盛
大
な
式
典
と
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
小
林
氏
は
、「
平
成
七

年
に
元
英
国
兵
捕
虜
と
そ
の

遺
族
が
広
島
の
平
和
公
園
を

訪
問
し
た
際
に
ガ
イ
ド
を
務

め
た
の
が
縁
で
、
以
来
十
八

年
間
、
捕
虜
関
係
者
の
案
内

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
元
捕

虜
の
訪
日
の
動
機
は
『
戦
時

中
に
強
制
労
働
を
さ
せ
ら
れ

た
日
本
に
は
二
度
と
行
く
ま

い
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
、

戦
後
日
本
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
か
、
死
ぬ
前
に
一
度

自
分
の
目
で
確
か
め
た
か
っ

た
』
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、
帰
国
後
、
彼
ら
か

ら
届
い
た
手
紙
に
は
、『
日
本

人
は
親
切
で
、
日
本
の
旅
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
終
戦
以

来
、
私
に
取
り
付
い
て
い
た

悪
夢
を
払
い
除
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
』
と
い
う
内
容

で
、
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
大

き
な
理
由
で
す
」
と
元
捕
虜

や
遺
族
と
の
交
流
を
続
け
て

い
る
経
緯
を
説
明
い
た
だ
い

た
。
そ
し
て
「
関
係
者
以
外
、

団
体
で
祈
念
碑
に
参
拝
し
て

い
た
だ
い
た
の
は
皆
様
が
初

め
て
で
、
と
て
も
感
激
し
て

い
ま
す
」
と
の
お
言
葉
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
の
戦
争
で
日
本
と
英
米

は
敵
と
し
て
戦
い
ま
し
た

が
、
国
が
違
っ
て
も
父
ら
肉

親
を
亡
く
し
た
遺
族
の
思
い

は
皆
同
じ
で
す
。
杉
原
様
、

小
林
様
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
の
皆
様
方
の
志
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
、
あ
ら
た

め
て
「
二
度
と
戦
争
は
し
て

は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
の
よ

う
な
遺
族
を
二
度
と
つ
く
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
遺

族
会
発
足
の
初
心
を
噛
み
締

め
、
研
修
会
を
終
え
た
。

　
　

謹　
　

哀　
　

悼
近　

常　
　
　

寧　

氏

　

前
岡
山
県
遺
族
連
盟
会
長

　

前
岡
山
市
岡
山
遺
族
連
合
会
会
長

湯　

浅　

正　

敬　

氏

　

前
岡
山
県
護
國
神
社
宮
司

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
の
青
年
部
長
、
会
長
と
し
て
遺
族
運
動
と
会
運
営
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
た
近
常
寧
氏
は
、
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
薬
石
効
な
く
、
十
一
月
二

十
六
日
早
朝
、
岡
山
済
生
会
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
八
十
歳
。　

葬
儀
は
二

十
八
日
に
赤
磐
市
下
市
の
「
さ
く
ら
ホ
ー
ル
あ
か
い
わ
」
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪

主
は
長
女
の
矢
野
公
美
子
氏
。

　

ま
た
、
十
二
月
七
日
夜
、
岡
山
県
護
國
神
社
の
前
宮
司
で
ご
英
霊
の
慰
霊
顕
彰

に
挺
身
い
た
だ
い
た
湯
浅
正
敬
氏
が
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
八
十
八
歳
。

　

葬
儀
は
十
日
に
津
山
市
小
田
中
の
「
津
山
総
合
斎
場
」
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪

主
は
長
男
の
湯
浅
敬
弘
氏
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、

会
員
一
同
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭
期

間
中
の
十
月
十
八
日
、「
み
ん

な
で
靖
國
神
社
に
参
拝
す
る

国
会
議
員
の
会
」
で
参
拝
し

た
二
百
二
十
三
人
の
衆
参
国

会
議
員
は
次
の
と
お
り
。

　
　

（
党
派
別
、
敬
称
略
）

◎
議
員
本
人
参
拝

▼
衆
議
院

【
自
民
党
】
逢
沢
一
郎
、
青

山
周
平
、
秋
葉
賢
也
、
秋
元

司
、
穴
見
陽
一
、
池
田
佳
隆
、

石
川
昭
政
、
井
上
信
治
、
井

上
貴
博
、
井
林
辰
憲
、
上
杉

光
弘
、
う
え
の
賢
一
郎
、
衛

藤
征
士
郎
、
江
藤
拓
、
大
串

正
樹
、
大
塚
高
司
、
小
里
泰

弘
、
鬼
木
誠
、
梶
山
弘
志
、

勝
沼
栄
明
、
加
藤
勝
信
、
加

藤
寛
治
、
金
子
恭
之
、
川
田

隆
、
菅
家
一
郎
、
木
内
均
、

城
内
実
、
北
村
茂
男
、
北
村

誠
吾
、
熊
田
裕
通
、
小
島
敏

文
、
小
松
裕
、
今
野
智
博
、

斎
藤
洋
明
、
坂
本
剛
二
、
桜

井
宏
、
佐
々
木
紀
、
左
藤
章
、

塩
谷
立
、
島
田
佳
和
、
新
谷

正
義
、
瀬
戸
隆
一
、
高
市
早

苗
、
髙
木
毅
、
髙
鳥
修
一
、

武
井
俊
輔
、
竹
下
亘
、
竹
本

直
一
、
田
中
英
之
、
田
中
良

生
、
田
野
瀬
太
道
、
田
畑
裕

明
、
津
島
淳
、
土
屋
正
忠
、

冨
樫
博
之
、
と
か
し
き
な
お

み
、
豊
田
真
由
子
、
永
岡
桂

子
、
長
坂
康
正
、
中
谷
真
一
、

中
村
裕
之
、
中
山
泰
秀
、
西

川
京
子
、
西
川
公
也
、
根
本

幸
典
、
橋
本
岳
、
浜
田
靖
一
、

原
田
憲
治
、
原
田
義
昭
、
平

井
た
く
や
、
平
沢
勝
栄
、
福

山
守
、
藤
丸
敏
、
細
田
健
一
、

堀
内
詔
子
、
松
本
洋
平
、
三

ツ
林
裕
巳
、
宮
内
秀
樹
、
宮

川
典
子
、
宮
澤
博
行
、
宮
路

和
明
、
務
台
俊
介
、
武
藤
貴

也
、
武
藤
容
治
、
森
山
裕
、

保
岡
興
治
、
簗
和
生
、
山
口

俊
一
、
山
口
泰
明
、
山
田
賢

司
、
山
本
有
二
、
湯
川
一
行
、

渡
辺
博
道

【
日
本
維
新
の
会
】
井
上
英

孝
、
上
西
小
百
合
、
遠
藤
敬
、

河
野
正
美
、
坂
元
大
輔
、
椎

木
保
、
杉
田
水
脈
、
園
田
博

之
、
高
橋
み
ほ
、
田
沼
隆
志
、

中
丸
啓
、
西
田
譲
、
西
野
弘

一
、
平
沼
赳
夫
、
藤
井
孝
男
、

松
田
学
、
三
宅
博
、
村
岡
敏

英
、
山
田
宏 

【
生
活
の
党
】
鈴
木
克
昌 

【
新
党
大
地
】
鈴
木
貴
子 

▼
参
議
院

【
自
民
党
】
赤
池
誠
章
、
石

井
正
弘
、
磯
﨑
仁
彦
、
井
原

巧
、
岩
井
茂
樹
、
岩
城
光
英
、

宇
都
隆
史
、
江
島
潔
、
衛
藤

晟
一
、
太
田
房
江
、
尾
辻
秀

久
、
北
村
経
夫
、
小
坂
憲
次
、

酒
井
庸
行
、
佐
藤
信
秋
、
佐

藤
正
久
、
島
田
三
郎
、
塚
田

一
郎
、
中
泉
松
司
、
中
曽
根

弘
文
、
中
西
祐
介
、
長
峯
誠
、

野
村
哲
郎
、
橋
本
聖
子
、
馬

場
成
志
、
藤
川
政
人
、
堀
井

巌
、
舞
立
昇
治
、
松
村
祥
史
、

松
山
政
司
、
三
木
亨
、
水
落

敏
栄
、
三
宅
伸
吾
、
山
谷
え

り
子
、
山
本
順
三
、
吉
田
博

美
、
若
林
健
太

【
民
主
党
】
小
見
山
幸
治
、

羽
田
雄
一
郎 

【
日
本
維
新
の
会
】
儀
間
光

男
、
中
山
恭
子 

【
み
ん
な
の
党
】江
口
克
彦
、

和
田
政
宗 

◎
議
員
代
理
参
拝

▼
衆
議
院

【
自
民
党
】
赤
澤
亮
正
、
あ

か
ま
二
郎
、
あ
ベ
俊
子
、 

石

破
茂
、
今
津
寛
、
今
村
雅
弘
、

江
渡
聡
徳
、
遠
藤
利
明
、
大

見
正
、
奧
野
信
亮
、
小
渕
優

子
、
金
子
一
義
、
神
山
佐
市
、

亀
岡
偉
民
、
神
田
憲
次
、
岸

信
夫
、
木
村
太
郎
、
國
場
幸

之
助
、
佐
田
玄
一
郎
、
塩
崎

恭
久
、
鈴
木
淳
司
、
田
中
和

德
、
棚
橋
泰
文
、
谷
川
弥
一
、

土
屋
品
子
、
東
郷
哲
也
、
中

谷
元
、
二
階
俊
博
、
西
村
明

宏
、
西
村
康
稔
、
丹
羽
秀
樹
、

野
田
聖
子
、
葉
梨
康
弘
、
林

田
彪
、
福
井
照
、
福
田
峰
之
、

藤
原
崇
、
古
川
禎
久
、
保
利

耕
輔
、
町
村
信
孝
、
松
本
純
、

三
ツ
矢
憲
生
、御
法
川
信
英
、

山
本
公
一
、
山
本
拓 

【
日
本
維
新
の
会
】
今
村
洋

史
、
岩
永
裕
貴
、
重
徳
和
彦
、

松
浪
健
太
、
三
木
圭
恵 

【
無
所
属
】
阿
部
寿
一
、
伊

吹
文
明
、
中
村
喜
四
郎 

▼
参
議
院

【
自
民
党
】
青
木
一
彦
、
有

村
治
子
、
石
井
浩
郎
、
大
家

敏
志
、
大
野
泰
正
、
金
子
原

二
郎
、
木
村
義
雄
、
関
口
昌

一
、
滝
沢
求
、
豊
田
俊
郎
、

三
原
順
子
、
山
本
一
太 

【
日
本
維
新
の
会
】
片
山
虎

之
助

みんなで靖國神社に
参拝する国会議員の会
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西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
慰
霊
友
好
親
善
訪
問

追
悼
の
こ
と
ば　
　
　
　

　

岡
山
市
北
区
杉
谷

秋　

山　

裕　

子　

　

憲
忠
院
英
勇
義
仁
居
士

　

父
上
、
秋
山
英
一
様
、
娘

の
裕
子
で
す
。
今
、
長
年
の

念
願
で
あ
り
ま
し
た
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
地
に
立
っ

て
い
ま
す
。
ま
さ
か
、
こ
こ

ま
で
来
れ
る
と
は
夢
に
も
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
日

本
遺
族
会
、
岡
山
県
遺
族
連

盟
、
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
皆
様
方
の
ご
尽

力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

父
上
が
出
生
さ
れ
た
時
、

私
は
母
の
お
な
か
の
中
で
七

カ
月
で
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ

七
十
歳
が
来
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
父
上
は
思
い
も
よ
ら

ず
南
方
へ
送
ら
れ
、
苦
し
み

抜
い
て
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

木
々
の
露
の
よ
う
に
散
っ
て

し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
蛇
や
ト

カ
ゲ
に
飛
び
つ
き
、
泥
水
を

飲
み
な
が
ら
の
苦
し
い
戦

い
。“
生
き
て
帰
れ
ぬ
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
”
と
歌
に
ま
で
唄
わ

れ
て
い
た
と
聞
い
て
胸
が
張

り
裂
け
る
よ
う
な
思
い
で
し

西部ニューギニア巡拝団の皆さん
（秋山さんは前列中央）

た
。
父
上
様
た
ち
の
お
陰
で

日
本
国
民
は
今
、
と
て
も
幸

せ
で
す
。
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

故
郷
の
杉
谷
の
山
々
や
坂

道
、
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
は
、

父
上
が
二
十
七
年
間
過
ご
し

た
頃
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
只
、
観
光
バ
ス
が

通
る
位
、
道
は
広
く
な
り
ま

し
た
。
近
く
に
岡
山
空
港
が

出
来
て
岡
山
市
内
へ
も
車
で

十
五
分
位
で
す
。
小
さ
い
な

が
ら
も
殆
ど
の
人
が
車
を
持

っ
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
も

持
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
お

金
も
い
っ
ぱ
い
要
り
ま
す
。

お
宮
も
お
危
神
様
も
昔
の
ま

ま
で
、
時
々
お
祭
り
も
あ
り

ま
す
よ
。

　

私
は
養
子
さ
ん
を
迎
え
て

二
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
息
子
た
ち
は
下
足
守
で

五
人
家
族
で
す
。
名
前
は
英

俊
。
小
さ
い
頃
、
近
所
の
お

ば
ち
ゃ
ん
に
「
英
ち
ゃ
ん
に

似
て
い
る
」
と
云
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
娘
は
実
香

で
す
。
ま
だ
片
付
い
て
い
ま

せ
ん
。
ど
こ
か
見
つ
け
て
や

っ
て
下
さ
い
。

　

本
谷
の
集
落
は
今
十
二

軒
。
肩
を
寄
せ
合
い
静
か
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
我
が
家

も
形
は
昔
と
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
改
築
は
し
て
い
ま
す

が
、
本
宅
、
納
屋
、
土
蔵
は

昔
の
ま
ま
で
す
。
土
蔵
は
窓

を
開
け
て
犬
小
屋
に
し
て
い

ま
す
。
ダ
ル
メ
シ
ア
ン
と
い

う
白
黒
の
水
玉
模
様
の
大
き

な
犬
が
の
ん
び
り
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　

父
上
も
ご
存
じ
と
思
い
ま

す
が
、
吉
備
津
神
社
の
近
く

に
小
さ
い
家
を
建
て
ま
し
た
。

吉
備
津
駅
に
と
て
も
近
く
て

便
利
で
す
。
吉
備
津
と
杉
谷

を
行
っ
た
り
来
た
り
の
生
活

で
す
。車
で
十
五
分
位
で
す
。

　

杉
谷
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
稲

が
実
り
始
め
ま
し
た
。
九
月

末
に
は
美
味
し
い
お
米
を
お

供
え
し
ま
す
。
待
っ
て
て
下

さ
い
。
私
た
ち
も
元
気
で
暮

ら
し
ま
す
。
父
上
様
、
ど
う

ぞ
心
安
ら
か
に
。

　

平
成
25
年
８
月

　
　

故
秋
山
英
一
の
長
女

︱
あ
と
が
き

　

涙
と
感
動
の
十
日
間
で
し

た
。
ま
さ
か
、
西
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
の
地
に
立
て
る
と
は

夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
若
い
頃
、
父
と
幼
な

じ
み
だ
っ
た
近
所
の
お
じ
さ

ん
に
、「
裕
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ

ん
の
戦
没
地
へ
一
度
行
き
た

い
で
し
ょ
う
？
」
と
云
わ
れ

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。
当
時
、
そ
の
方
も
南

方
に
居
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
が
現
実
と
な
り
、
一
生

に
一
度
の
大
仕
事
を
済
ま
せ

た
よ
う
な
感
じ
で
す
。

　

出
発
前
日
の
八
月
十
九
日
、

靖
國
神
社
に
赴
き
旅
の
安
全

祈
願
。全
国
の
遺
児
十
五
名
、

日
本
遺
族
会
か
ら
増
矢
団
長

と
小
松
様
ら
総
勢
十
八
名
の

訪
問
団
は
、
神
社
か
ら
い
た

だ
い
た
御
守
を
付
け
て
翌
二

十
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ

ャ
カ
ル
タ
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

西
パ
プ
ア
州
の
ジ
ャ
ヤ
プ

ラ
、
マ
ノ
ク
ワ
リ
、
サ
ル
ミ
、

ビ
ア
ク
…
。
亡
き
父
の
戦
没

地
を
巡
る
慰
霊
の
旅
が
始
ま

り
ま
し
た
。
父
の
足
跡
を
辿

り
な
が
ら
の
慰
霊
祭
は
、
サ

ン
ゴ
礁
の
美
し
い
海
岸
で
あ

っ
た
り
、
草
原
で
あ
っ
た
り

様
々
で
す
。
日
本
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
両
国
の
国
旗
を
掲

げ
、
皆
で
協
力
し
て
設
営
し

た
小
さ
な
祭
壇
に
生
花
、
果

物
な
ど
を
お
供
え
し
祖
国
日

本
に
向
か
っ
て
祈
り
ま
し

た
。
積
年
の
思
い
、
家
族
の

こ
と
な
ど
を
亡
き
父
に
奉
告

し
、
終
わ
り
に
“
ふ
る
さ
と
”

や
“
里
の
秋
”
を
唄
い
ま
す
。

涙
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

感
無
量
と
は
こ
の
こ
と
を
云

う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
父
の
戦
没
地
は
マ
ノ

ク
ワ
リ
東
方
沖
に
浮
か
ぶ
ヌ

ン
ホ
ル
島
で
す
。
残
念
な
が

ら
島
へ
は
渡
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
日
本
遺
族
会
の
ご
配

慮
に
よ
り
、
チ
ャ
ー
タ
ー
し

た
飛
行
機
で
島
の
上
空
を
旋

回
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

約
五
百
ｍ
の
低
空
飛
行
、
六

十
九
年
前
の
激
戦
で
傷
め
つ

け
ら
れ
た
島
は
今
、
白
い
サ

ン
ゴ
礁
と
ヤ
シ
の
木
の
繁
る

美
し
い
平
和
な
島
。
お
父
さ

ん
は
こ
こ
で
眠
っ
て
い
る
。

「
裕
子
が
来
た
よ
。
お
父
さ

ん
安
ら
か
に
…
。」

　

ビ
ア
ク
島
内
の
西
洞
窟
。

洞
内
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
錆
び
た

ド
ラ
ム
缶
が
十
缶
ほ
ど
あ
り

ま
し
た
。
何
百
人
も
の
日
本

の
兵
隊
さ
ん
た
ち
が
潜
ん
で

　
吾
（々
わ
れ
わ
れ
）の
神
聖
さ
が
あ
り
ま
す

海
軍
少
佐
　
矢
　
野
　
徹
　
郎
　
命
　
　

昭
和
十
九
年
十
二
月
七
日
　
　

比
島
方
面
に
て
戦
死
　
　
　
　

愛
媛
県
越
智
郡
津
倉
村
出
身
　

二
十
五
歳
　
　
　
　
　
　
　
　

お
便
り
有
難
う
。
お
元
気
何
よ
り
で
す
。
愚
生
相
変
ら
ず
に
て
大
空
を
翔
け
て
居

り
ま
す
。

早
い
も
の
で
す
。
一
年
余
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

大
祭
も
近
づ
く
頃
！
肌
寒
い
風
の
吹
く
頃
は
、
常
に
駅
伝
の
こ
と
を
思
ひ
ま
す
。

日
一
日
と
風
が
つ
め
た
く
な
る
に
従
っ
て
、
練
習
も
苦
し
く
な
っ
て
行
っ
た
。

山
田
は
実
に
懐
か
し
い
土
地
で
す
。
一
木
一
草
、
思
出
で
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
宮
川
、
御
幸
み
ち
、
塚
山
の
下
宿
生
活
、
山
寮
の
思
出
、
古
市
時
代
、
親
し

き
友
。

友
の
姿
を
偲
び
つ
つ
、
弛
み
が
ち
な
る
心
を
引
締
め
て
ゆ
く
。
大
空
を
翔
け
る
心
、

既
に
何
人
か
の
屍
を
の
り
越
へ
て
来
た
。

日
々
の
訓
練
は
生
命
が
け
で
あ
り
ま
す
。
訓
練
が
生
命
が
け
で
あ
る
だ
け
に
、
戦

友
と
の
結
び
は
兄
弟
以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
学
生
時
代
の
様
な
子
供
の
遊
び

の
域
を
脱
し
、
最
早
（
も
は
や
）
大
人
の
時
代
へ
遷
（
う
つ
）
ら
せ
ま
す
。

吾
々
の
生
活
…
飛
行
機
に
乗
っ
た
と
き
、
全
て
を
忘
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
他

と
異
な
る
吾
々
の
神
聖
さ
が
あ
り
ま
す
。

今
日
は
雨
で
飛
行
場
の
エ
ン
ド
が
か
す
ん
で
み
え
る
。
は
る
か
に
石
の
鳥
居
が
寂

（
じ
ゃ
く
）
と
し
て
立
っ
て
ゐ
る
。

昨
日
迄
立
っ
て
ゐ
た
幟
も
と
り
は
ら
わ
れ
た
。
秋
祭
り
も
終
っ
た
。

　
　
　

秋
祭
り　

幟
は
た
め
き
虚
空
（
こ
く
う
）
高
し

秋
の
空
！
な
ん
と
大
き
な
心
。
大
空
に
向
っ
て
深
い
呼
吸
を
し
て
ご
ら
ん
。

身
も
心
も
清
々
し
く
、
己
の
心
も
大
空
の
様
な
偉
大
さ
を
わ
き
た
た
せ
る
。

急
上
昇
す
る
と
き
、
淡
雲
が
ぐ
く
っ
と
顔
前
に
せ
ま
る
。

操
縦
桿
を
右
に
と
る
。
大
き
な
円
を
画
い
て
吾
が
飛
行
機
は
も
と
の
姿
勢
に
か
へ

る
。

な
ん
と
す
ば
ら
し
い
生
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
「
醜
の
御
楯
（
し
こ
の
み
た
て
）」

　
　

吾
も
亦　

こ
の
鎮
宮
に
祀
れ
ん
日
も
あ
ら
ん
か
と　

宮
造
り
し
み
じ
み
拝
す

　
　

五
尺
の
身　

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る　

力
も
て　

尽
し
ま
つ
ら
ん　

醜
の
御
楯
は
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平
成
二
十
五
年
十
二
月
行
事
表

６
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
女
性
部
研
修
会
（
鴨
方
町
内
）

19
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
・
国
会
陳
情
（
自
由
民
主
会
館
）

24
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
岡
山
県
民
会
議
幹
事
会（
岡
山
商
工
会
議
所
）

31
日　

大
祓
式
、
除
夜
祭
（
県
護
國
神
社
）

平
成
二
十
六
年
一
月
行
事
表

１
日　

歳
旦
祭
（
県
護
國
神
社
）

３
日　

元
始
祭
（
県
護
國
神
社
）

５
日　

�

岡
山
市
瀬
戸
遺
族
連
合
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
・
新
年
互
礼
会（
県

護
國
神
社
）

　
　
　

逢
沢
一
郎
年
始
会
（
Ｈ
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

11
日　

石
井
正
弘
新
年
祝
賀
会
（
岡
山
プ
ラ
ザ
Ｈ
）

28
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
（
旧
九
段
会
館
）

29
日　

日
遺
支
部
女
性
部
長
会
（
旧
九
段
会
館
）

30
日　

新
見
市
遺
族
連
合
会
新
年
互
礼
会
（
新
見
市
内
）

遺
族
会
の
動
き

い
る
所
へ
、
米
軍
が
ガ
ソ
リ

ン
入
り
の
ド
ラ
ム
缶
に
火
を

付
け
て
投
げ
込
ん
だ
と
の
こ

と
。
こ
の
よ
う
な
戦
争
は
二

度
と
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
涙
を
流
し
、
多
く

の
思
い
出
を
胸
に
日
本
へ
帰

っ
て
参
り
ま
し
た
。
父
ら
ご

英
霊
の
礎
の
う
え
に
今
の
幸

せ
な
日
本
が
あ
り
ま
す
。
日

本
は
と
て
も
奇
麗
で
素
晴
ら

し
い
国
で
す
。
父
た
ち
に
護

っ
て
い
た
だ
い
た
日
本
を
大

切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　

巡
拝
バ
ス
に
向
か
っ
て
手

を
振
っ
て
く
れ
た
子
供
た

ち
。
そ
し
て
、
歌
を
唄
っ
て

迎
え
て
く
れ
た
ジ
ャ
ヤ
プ
ラ

の
子
供
た
ち
。
一
緒
に
ダ
ン

ス
を
踊
っ
て
楽
し
い
夜
を
共

に
し
た
ビ
ア
ク
の
子
供
た

ち
。
現
地
の
人
々
の
笑
顔
、

人
懐
っ
こ
さ
、
親
切
。
嬉
し

く
て
思
わ
ず
握
手
し
て
し
ま

い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
元
気
で
過
ご
し
、
も
う

一
度
、
パ
プ
ア
に
行
き
た

い
！
夢
を
持
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

「
全
国
に
十
五
人
の
兄
妹

が
出
来
た
よ
ね
！
」
と
云
っ

て
成
田
空
港
で
お
別
れ
し
ま

し
た
。
一
年
後
に
靖
國
神
社

で
再
会
予
定
で
す
。
今
か
ら

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

日
本
遺
族
会
、
岡
山
県
遺

族
連
盟
、
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
の

皆
様
方
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
地
域
慰
霊
友
好
親
善
訪
問

追
悼
の
こ
と
ば　
　
　
　

　

倉
敷
市
矢
部

　

小　

野　
　
　

勇　

 

　

お
父
さ
ん
。
戦
地
で
の
お

勤
め
ご
苦
労
様
で
し
た
。
も

う
六
十
八
年
に
な
り
ま
す
。

も
っ
と
早
く
、
お
父
さ
ん
の

元
へ
来
た
か
っ
た
の
で
す
が

遅
く
な
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。

　
“
行
軍
中
に
マ
ラ
リ
ヤ
に

罹
り
途
中
で
部
隊
と
別
れ

た
”
と
、
お
父
さ
ん
と
同
じ

部
隊
で
帰
還
さ
れ
た
戦
友
の

人
か
ら
聞
い
た
と
養
父
母
が

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が

大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
す
。
お
父
さ
ん
の
命
日
は

昭
和
二
十
年
五
月
一
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約

三
カ
月
後
の
八
月
十
五
日
は

終
戦
で
す
。
あ
と
少
し
頑
張

れ
ば
帰
っ
て
こ
れ
た
か
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん
も

残
念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
残
念
で
す
。
こ
れ
も
運

命
で
し
ょ
う
か
。

　

お
父
さ
ん
は
、
私
と
妹
が

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
戦
地

に
行
っ
て
お
り
、
私
も
妹
も

お
父
さ
ん
の
こ
と
は
写
真
で

し
か
知
り
ま
せ
ん
。
私
が
三

歳
、
妹
が
二
歳
の
時
か
ら
、

伯
父
さ
ん
と
伯
母
さ
ん
に
我

が
子
の
よ
う
に
大
事
に
育
て

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
十

歳
に
な
っ
た
時
、
伯
父
さ
ん

た
ち
の
養
子
に
な
り
、
今
は

小
野
家
を
継
い
で
い
ま
す
。

　

二
十
三
歳
の
時
に
結
婚
、

三
人
の
子
供
が
出
来
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
皆
、
そ
れ

ぞ
れ
家
庭
を
持
っ
て
孫
も
六

人
い
ま
す
。
私
も
七
十
一
歳

に
な
り
ま
し
た
。
も
う
こ
の

地
に
は
来
れ
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
地
の
景
色
や

様
子
を
目
に
焼
き
付
け
、
胸

に
納
め
て
日
本
へ
帰
り
ま

す
。
本
当
に
長
い
間
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。

︱
あ
と
が
き

　
　
　
お
　
詫
　
び

　

本
紙
十
一
月
号
（
一
一
八
二
号
）
の
岡
山
県
戦

没
者
遺
族
代
表
者
大
会
の
記
事
で
、
ご
来
賓
の
石

井
正
弘
参
議
院
議
員
の
お
名
前
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

父
の
眠
る
地
で
供
養
が
で

き
、
胸
に
つ
か
え
て
い
た
も

の
が
す
っ
と
消
え
て
楽
に
な

っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

父
の
こ
と
は
写
真
で
し
か
知

り
ま
せ
ん
が
、
日
本
を
守
る

た
め
、
故
郷
遥
か
遠
い
こ
の

地
で
戦
っ
た
父
を
尊
敬
し
誇

り
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

も
う
戦
争
は
嫌
で
す
。
父
の

温
も
り
を
知
ら
な
く
て
も
、

父
と
私
は
や
っ
ぱ
り
親
子
だ

と
思
い
ま
し
た
。
親
子
の
絆

を
確
認
で
き
た
旅
で
し
た
。

父上の慰霊祭に臨まれた
小野さん（日本人合同墓碑）

日本の平和と繁栄の礎となられたご英霊鎮まる杜で
来る年を思いご英霊への感謝と平和への祈りを捧げましょう。

初詣はご家族・お友達と一緒に護國神社で。

厳かな神域で祈る
　　　一年の始まり。初詣

舞楽殿に掲げられる大絵馬
（縦3.5ｍ×横６ｍ）

大晦日の午後11時から境内を
ライトアップ
元旦から３日まで御神酒が
振る舞われます。


